
 

2016（平成 28）年の事業計画 

 

（1）古典ピアノ、オルゴール、民族楽器等の常設展の充実 

 

民音音楽博物館が収集・保存した楽器等をテーマ別に常設展示し、貴重な音楽

文化遺産に触れる機会を提供する。特に古典ピアノ室では、16世紀に製作され

たハープシコードから近代のピアノに至る展示を通し、当時のピアノ音楽を実

体験しながら生きた音楽史を学べるよう充実を図る。 

 

（２） 音楽資料に関する企画展の開催と常設展の充実 

 

＜本館＞ 

① 民音音楽博物館所蔵資料によるミニ企画展 

「近代日本の音楽教育展」 

開催期間：2016年 1月 1日～7月10日 

会場：M3展示室 

 

② 「子どものための世界民族楽器展」 

開催期間：７月17日～9月 4日 予定） 

会場：M2展示室 

 

③ 民音音楽博物館所蔵資料によるミニ企画展 

「楽譜～記号の芸術～展」（仮称） 

（開催期間：9月10日～12 月23日 予定） 

会場：M3展示室 

 

④ 民音音楽博物館常設展の充実 

M2展示室をリニューアルし、民音音楽博物館所蔵の自動再演ピアノをはじめ

とする自動演奏楽器群を常設展示とし、スタッフによる実演や解説等を含む内

容の充実を図っていく。 

 

＜西日本館＞              

  ① 常設展示の展示替えを年間2回実施し、内容の充実を図っていく。 

    （開催期間：1月 9日～7月２4日 予定） 

   （開催期間：7月30日～12 月23 日 予定） 

     



 

  ②「キッズ楽器体験展」（西日本館） 

  （開催期間：4月29日～5月 8日 関西国際文化センターで開催予定） 

    （開催期間：8月 5日～8月 7日 守山市民ホール小ホールで開催予定） 

 

（3）文化講演会等の開催 

 

    ○音楽文化振興のため文化講演会（レクチャーコンサート等も含む）を、随時開

催する。（東京本館・西日本館・方面センター） 

 

  ○東京：文化講演会(内容未定)を年間3 回開催予定 

 

○西日本館：下記内容で、文化講演会を年間６回開催予定 

① 「知られざるモーツァルトの奇跡」（1月 24日） 

② 「M・デイヴィスで知るモダンジャズの楽しさ」（3月26日） 

③ 「モーツァルトが見たイタリア」（5月21 日） 

④ 「アフリカの楽器と歌」（6月11日） 

⑤ 「ピアニストから見たモーツァルト」（10 月8日） 

⑥ 「素顔のモーツァルト」（11月19日） 

 

  ○東北センター（11月、仙台、盛岡で開催予定） 

   

○四国センター（6月、香川、愛媛、高知で開催予定） 

   

○中部センター（岐阜で開催予定） 

   

○ミニ・レクチャーコンサート、ワークショップ等の開催（東京） 

   1. ミュージアム・コンサート （10回予定） 

   2. 各国ナショナルデー・コンサート（予定） 

   3. 「子どものための世界民族楽器展」の会期中に、子供を対象とした 

     ワークショップを開催 

   4.合唱指揮ワークショップを開催（4 月～5月予定） 

 

 

  



 

（4）音楽資料の収集・保存とライブラリー事業の展開 

 

音楽図書資料（国内で発行された音楽図書、洋書、逐次刊行物、歴史的音楽文

献資料）、楽譜資料（管弦楽・吹奏楽用印刷譜、作曲家個人全集、ファクシミ

リ版ほか貴重自筆譜等）、録音映像資料（民族音楽等の CD、歌劇等の DVD、

自動演奏楽器の演奏ロール等）及び展示対象楽器などの資料収集・保存に努め

る。また、音楽博物館のライブラリー事業としての収集資料を研究者及び広く

一般の音楽愛好家に公開し、閲覧・貸出等を行い、国民の教育、学術及び文化

の発展に寄与する。 

 

  ○貴重音楽雑誌アーカイブシステムの構築 

   音楽雑誌のコンテンツを Web 上でも公開できるように、システム構築   

の作業を開始する。（3～5年計画） 

 

（５）音楽博物館ホームページの充実 

 

ホームページをリニューアルし、スマホ対応など、更なる内容の充実を 

図り、国内外に情報を発信し、当博物館の諸事業を広く紹介していく。 

 

（６）教育支援事業の推進 

 

   博物館法第3条に基づき下記の事業を行う 

 

①国内外の学校、博物館、研究所及び他の諸施設との芸術・学術的協力活動を

展開し、その活動の援助をする。 

・ 音楽図書館協議会、日本図書館協会、専門図書館協議会、日本博物館

協会、東京都博物館協議会、国際博物館会議、国際音楽資料情報協会、

国際図書館協会連盟、学術情報センター等との相互協力活動 

・ 学芸員課程を持つ大学の博物館実習の受け入れ 

・ 小・中学校等の総合学習及び修学旅行見学研修等の受け入れ 

 

②国内・地域における住民、学童への芸術・文化的教育支援活動 

 

③その他必要とされる教育支援活動 

※子供たちや地域の方々に、グローバルな視野を身につけるための一助とし

て、博物館所蔵の民族楽器の移動展示を開催（予定） 

 



 

（７）出版活動 

 

収蔵（収集）資料の研究成果を展示公開するとともに、以下のような出版物

を刊行し、来館者及び研究者並びに広く一般公衆に頒布提供する。 

① 「民音音楽博物館だより」（季刊） 

② 「館報」（年1回） 

③ 博物館案内パンフレットの作成（多言語対応） 

 

（８）音楽博物館付属研究所の活動 

① 委嘱研究員を国際会議に派遣 

② Webサイトの開設 

③ MOMRI 国際会議の開催 

④ 講演会の開催 

 


